福祉灯油の実施等に関する要請書
1 生活困窮者、母子家庭、障がい者に対して、福井県として福祉灯油を実施すること。
・灯油代、電気代の高騰について、国が激変緩和措置をおこない、それに基づいて県内の市町が住民税非課税世帯に対して助成を行っている。
・障害をお持ちの方については福祉事務所に相談をしていただき、生活必需品などを配布している。継続的にサポートをしている。
・生活困窮者を支援する団体からの相談も受けている。
2 医療・介護・保育・障がい者等の施設に対して燃料代の助成をおこなうこと。
・病院、診療所については医師会からの支援要請もあり、１２月補正予算で、病院については１ベッド５万円、診療所は１診療所１２万円を助成した。いずれも年間の電気代の半分程度に相当する。
　　・介護施設、障害者施設、福祉施設は設備の更新、新設に補助をしている。
　　・４月以降の値上げについては状況を見ながら案を検討したい。
　　・保育所は各市町が支援、幼稚園は県が支援をしている。
3 中小零細業者に対して燃料代の助成をおこなうこと。
・ガソリン、灯油は国が支援事業をおこなっている。
・国の支援事業は元売りに対して。

